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多くの六脚類では粧発生遜程において怪の背方iこ背器と呼ばれる経器官が形成され、その形態的特徴から一

次背器とこ次背器の 2種類が区分される。…次背骨5の典型はトピムシ目に見られるもので、背方、中央のくぼみ
から多数のフィラメントが四方に伸びるという形態的特徴を持ち、係発生において何らかの重要な機能を采た

していると考えられている。トピムシ目の…次背擦は背方の媛膜予定域の一部の細胞から形成される。一方、

二次背器は多くの外顎類昆虫にみられ、機能を終えた紫膜のill化にともない形成される細胞塊である。

コムシ自においても、すでに Grassi(1885)やむzel(1898)、Tiegs(1942)により背器の存在が報告されて

いる。 Tiegs(1942)はCampodeafragilisの完成した背器の形態的特徴がトピムシ自のものによく似ていること

を指摘した。そして、現在、コムシ呂の背告書はトピムシ呂のそれと同様に一次背器と呼ばれている。…次背器

はコムシ日とトピムシ目の類縁性を示す重要警な構造であり、六脚類の高次系統・形態進化合考える上でも興味

深い器官である。しかし、コムシgの一次予守容の形成過程については、 Uzel(1898)によるC.staphylinusの外

部形態に基づく断片的なものがあるのみで、あった。われわれは、六脚類の高次系統・形態進化についての考察

を深めることを目的として、ウロコナガコムシ Lepidocampaweberiを材料に背器形成過程の観察を行っている

ので、現在までの観察結果を報告する。

結集および考察

』石盤葉から脹と竣膜が分化(Fig.lA) した後、粧の体節化が起こり付腐肢が主主じる時期になると、衆膜は、

1磁の縮施層としての形態を維持したまま、背方へ向けて集合を開始する (Fig.lB-C)。塁走族は集合するにつ

れて厚みを増してゆくが、この過程でもはや竣膜細胞の分裂は見られない。そして、膝の姿勢転換を前にして、

衆膜の集合は完了し、卵をほぼ一周する阪の頭端と腹端に挟まれた領域に塊状の背若手が完成する (Fig.lD)。

背器の背方中央には lつのくぼみがあり、そこから多数のフ fラメントが侍びている。そして背器形成のため

に普賢膜が退いた領域には、小さな核が散在する薄膜が観察される (Fig.1， Am)。この薄膜はflf縁の細胞に由来
する。背怒は姿勢転換後までその形態を維持した後 (Fig.1目、徐々に萎絡し (Fig.lF)、幼生の鮮fとまでには

消失する G

ウロコナガコムシの背器の完成蒋の形態は、 Campodeafトagilisのそれと同様に (Tiegs，1942)、トピムシ自の

一次背器によく似ており、明らかに一次背器と呼ぶべきものである。しかしながら、緊膜の集合によって形成

される点は、紫膜予定域の一部の細胞から形成されるトピムシ自の一次背器より、むしろ外顎類の二次背器に

類似している。そして、背器の形成iこともなって竣膜が退いた領域に形成される薄擦は、トビムシl:Hこはみら

れないものであり、この薄膜は目玉に由来する点において外顎類にみられる羊膜に類似している。このように、

ウロコナガコムシの一次背器はトピムシ吾の一次予干器と外顎類の二次背器の両方の特徴を合わせ持っており、

コムシ自がトピムシ闘と外顎類の中間的進化段階にあることを示していると考えられる。
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Fi草.1 Successive stages of prit盟主Tydorsal organ form註iioni詰 L担pidocampaweberi (八一F).Am:恕宮nion，DO: 
primary uorsal organ， Se: serosa. Scale思 100，um. 
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